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研究課題の概要
年兵庫県南部地震によって引き起こされた阪神・淡路大震災において、都市直下1995

地震による強震動が低―中層建築構造物を襲って多くの人命を奪い、都市機能を壊滅的に

破壊した。これについては、応用地震学、地震工学研究者によって 「やや短周期域に富、
む強震動」がこの甚大地震災害を引き起こしたことが解明されている。したがって、地震
災害を軽減するためには、上記したやや短周期帯を含む広帯域の強震動特性を震源及び地

震波伝播特性として定量的に把握することによって強震動予測の手法論を確立することが
必要不可欠であるとの結論を得ている。

本総合研究においては、地震災害に直結するやや短周期域を含む広帯域強震動の定量的

予測を行うためのマスターモデルの構築を目的とした。そして、第 期においては、①震I
源特性の抽出に関する研究、②地震波伝播特性の高精度化に関する研究、③強震動評価法
に関する研究の３サブテーマにより研究を進めている。第 期では、第 期の分析的な研II I
究成果を基にして、新しい震源モデルと定量的伝播特性モデルを統合化した強震動予測・
被害予測のための方法論（強震動予測マスターモデル）を構築することを目指している。

( )総評1
自然現象として不確定要素の大きい地震現象を、現状の科学的知見の範囲で限定したパ

ラメータで表現するマスターモデルを構築するため、震源の物理の分析的研究、伝播経路

の高精度化、強震動特性の分析と強震動予測の高精度化に関する研究が実施された。
本総合研究は、いわゆる産官学連携を推進するという社会的ニーズを反映し、民間・独

立行政法人・大学による共同研究の体制をとっているが、研究代表者の指導のもとに各機
関の連携は良好であり、情報交換および情報発信の場としてのワークショップも予定通り
開催された（平成１３年度末 。平成 年度末のワークショップについても準備が進めら） 14
れており、研究成果の普及が期待される。研究成果の情報発信については、国内外での研
究発表も全体としては数多く行っている。ただしこれについては、研究テーマによって発
表件数の多寡があることの問題が指摘される。

研究成果の波及については、現在でも政府の地震調査研究推進本部が作成中の地震動予
測地図（シナリオ地震）作成作業において、本研究の成果が取り入れられている。
以上より本総合研究は非常に優れた研究であると判断される。＜総合評価：ａ＞

今後も本研究の成果は、例えば地震調査研究推進本部やその他機関が実施する地震動予
測地図作成において、広帯域強震動の定量的予測を行うための多くの示唆を与えるものと
考えられる。したがって、今後も本総合研究を継続すべきであると評価される。

＜今後の進め方について：ａ＞

( )各テーマにおける評価結果2
①震源特性の抽出に関する研究

周期１秒を中心としたやや短周期を含む広帯域の震源のモデル化に必要な時・空間的不

均質性、すべり速度関数、各震源モデルパラメータのスケーリング則について知見が得ら
れ、活断層情報を用いた想定地震の震源モデルパラメータ設定方法に関する基礎的な考え
方が示された。



②地震波伝播特性の高精度化に関する研究
周期１秒を中心とするやや短周期において観測記録を倍／半分の精度（観測記録そのも

のの持つばらつき程度の精度）で説明する地下構造モデルを構築する手法が提案された。

これを組み合わせ、強震動記録からの震源過程の研究、特性化された震源による面的強震
動予測、推定される地震動からの被害推定等の高度化に貢献できる実用的な地震動の伝播
特性を把握するための総合手法が提案された。

③強震動評価法に関する研究
被害に直結するやや短周期帯域を含む広帯域強震動の基本特性ならびに強震動と被害と

の関係について、分析的研究に基づき定量化を図るとともに、第 期に向けて、強震動II
予測、被害予測の方法論のプロトタイプが提案された。

( )第 期にあたっての考え方3 II
第 期では主に分析的研究を行った。第 期では 「 ．予測のための震源特性のモデルI II I、

化 「 ．予測のための伝播特性・サイト特性のモデル化」の２つのサブテーマを設け、」、 II
第 期における研究を発展させる。さらに、本研究の最終目標である「 ．強震動予測マI III
スターモデルの構築」および「 ．構造物被害予測モデルの構築」の２つのサブテーマにIV
重点がおかれる。

また、第 期は第 期の単なる延長ではなく、強震動予測マスターモデルによって予測II I
される強震動および地震被害予測の検証とそれに基づく高精度化を行うために必要な研究
計画を当初計画に増強することが考えられている。具体的には、発生域（の相違）による

不均質震源特性（の相違）の把握と強震動予測・被害予測手法の検証におけるばらつきの
評価に関する研究項目である。
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期への移行図II
（ 期） （ 期）I II

I 震源特性の抽出に関する研究 

・ すべりの空間的不均質性の抽出       

・ すべり時間関数の抽出           

・ 不均質震源特性の抽出と分析        

・ 巨視的震源情報と不均質震源特性との関係  

・ 活断層情報と不均質震源特性との関係    

 

II 地震波伝播特性の高精度化に関する研究 

・ 広帯域グリーン関数の省容量化データバンク 

・ 震源特性を反映した経験的グリーン関数   

・ 理論的グリーン関数の最適計算法      

・ 地殻・地盤構造情報の収集と物性値の特性化 

・ 深部構造と観測記録の関連性        

・ Ｓ波速度構造の解析手法          

・ 浅部構造と浅部地盤構造との関連性     

 

III 強震動評価法に関する研究 

・ 周期帯特性毎の強震動特性の解明      

・ 周期帯域に応じた強震動評価高精度化    

・ 被害データに基づく強震動評価       

I 予測のための震源特性のモデル化 

・ すべりの時空間的不均質性のモデル化 

・ 震源パラメタの地域性・タイプ別モデル化 

・ 活断層情報によるシナリオ地震構築 

・ 特性化震源モデル構築 

 

II予測のための伝播特性・サイト特性のモデル化 

・ ３次元速度構造のモデル化手法 

・ 反射法記録による速度構造 

・ 広域地震波伝播・減衰構造 

・ 表層非線形応答のモデル化 

 

III強震動予測マスターモデルの構築 

・ 理論的グリーン関数高精度化 

・ 統計的グリーン関数高精度化 

・ グリーン関数データバンクの構築 

・ 内陸地殻内地震への検証 

・ 沈み込み帯地震への検証 

・ スラブ内地震への適用性検証 

・ 確率論的予測への応用 

 

IV構造物被害予測モデルの構築 

・ 被害予測モデルの適用 

・ 被害に基づく震源モデルの推定 

・ 個別建築物の被害予測 

・ 被害関数モデルの相互比較とばらつき評価 

・ 液状化被害と土木構造物の被害 




